
帳票1

●

●

●

工務課：榎本、錦織

Email：kgcbkm@mz.pref.chiba.lg.jp

１．ご回答者様

電話番号等

担当部署

メールアドレス

（フリガナ）
記入担当者

氏名

【内線】【代表】
【直通】 【FAX】

法人名またはグループ名と記入担当者のお名前と連絡先等についてご記入ください。
法人名

グループ名

所在地

いたします。

佐倉浄水場沈殿池更新DB発注方式導入可能性調査に関するヒアリング調査

●

●

◎このアンケート調査について

アンケート記入については、

ご回答いただいた内容は、調査の目的以外に使用することはございません。また、
回答内容が今後の入札の参加資格等に影響することはございません。

可能な範囲でご回答ください。ご回答できない項目については、空欄で構いません。

のハッチングがされている欄のみお願い

千葉県千葉市中央区末広3-4-16
千葉工業用水道事務所

ご記入いただきました調査票は、令和８年９月１８日(金)までに、千葉県企業局工
業用水部千葉工業用水道事務所 工務課宛てにメールにてご送付ください。

発注者
（担当職員）

実施要領については、別途資料をご確認ください。

FAX：043-261-4349
TEL：043-264-7321

◎提出先および問い合わせ先



帳票2

①

Lv3.5 Lv4 DB DBO DBM
1
2

3

4

※ 官民連携業務委託の形態

②

貴社における官民連携事業の実績についてお尋ねいたします。
今後、本事業での官民連携におけるスキームの検討のための参考といたします。

水道事業・工業用水事業
下水道事業

分野横断一体型
（上下水道一体、など）

包括的
民間委託

ウォーター
PPP

その他

設計・施工
一体型項目No.

包括的
民間委託

施設の保守点検・運転管理を行う方式
Lv1に加え、ユーティリティの調達・管理を行う方式
Lv2に加え、修繕計画の策定や修繕を行う方式

Lv1~Lv3

２．実績

過去10年間において官公庁等から受注した、官民連携業務委託※の受注実
績があるものについて、回答欄に「○」をご記入ください。（複数回答可）

①の設問で「4 その他」に「○」をご記入された方は、その詳細について以下にご
記入ください。

ウォーター
PPP

設計・施工
一体型

Lv1
Lv2
Lv3
Lv3.5
Lv4
DB
DBO
DBM

維持管理と更新を一体として民間委託する方式
PFIのコンセッション方式（所有権は官のまま、運営を民で行う）
設計および施工を一体として民間委託する方式
設計および施工に加え建設後の運営を一体として民間委託する方式
設計および施工に加え建設後の維持管理を一体として民間委託する方式



③

No.
1
2
3
4
5
6

④

⑤

No.
1
2
3
4
5

⑥

③の設問で「5 その他」に「○」をご記入された方は、その詳細について以下にご
記入ください。

配水施設
浄水施設
導水施設

①の設問での回答において、1（水道事業・工業用水事業）に「○」をご記入
された方は、以下の事業の受注実績があるものについて、回答欄に「○」をご記
入ください。（複数回答可）

その他

その他

⑤の設問で「その他」と回答された方につきましては、体制について詳しくご記入
ください。

取水施設

項目
管路（送配水管、給水管）

回答

過去、参入したことのある上下水道事業におけるPPP/PFI事業参入時の体制
について、以下の選択肢から選び、回答欄に「○」をご記入ください。（複数回
答可）

SPC・JV・グループの協力企業として参入

項目 回答

SPC・JV・グループの構成企業として参入
SPC・JV・グループの代表企業として参入
単独で参入



帳票3

①

No.
1
2
3
4
5

②

③

No.
1
2
3

④ ③の設問で「1 参加意思あり」または「2 参加意思なし」に「○」をご記入された
方は、その理由をご記入ください。

全く関心がない
あまり関心がない

３．本事業に関する関心
本事業における官民連携事業について、貴社の関心、参加のご意思についてお尋ね
します。
官民連携の事業スキームや委託範囲の検討のための参考といたします。

どちらともいえない

項目 回答
大いに関心がある
関心がある

本事業における官民連携事業（DB方式）に対してどのような考えをお持ちで
すか。以下の選択肢からいずれか1つを選び、回答欄に「○」をご記入ください。

①の設問での回答について、その選択の理由をご記入ください。

条件に合えば参加意思あり

項目 回答
参加意思あり
参加意思なし

本事業における官民連携事業（DB方式）に対する参加の意向について、以
下の選択肢からいずれか1つを選び、回答欄に「○」をご記入ください。



⑤

No.
1
2
3
4

⑥

その他

③の設問で「3 条件に合えば参加意思あり」に「○」をご記入された方は、希望
する条件について以下の選択肢から選び、回答欄に「○」をご記入ください。
（複数回答可）

項目 回答
費用の増額
期間の延長

③の設問で『参加意思なし』と回答された場合は、(帳票6)へお進みください。

⑤の回答に対して、参加のための条件の詳細をご記入ください。

業務の分離（例：申請、手続き、協議、市民への説明など）



帳票4

①

No.
1
2
3
4
5

②

③

④

その他

十分な設計・建設期間の確保

事業へ応募いただくのに際し、開示が必要な情報及び資料等がありましたら
理由も併せてご記入ください。

①の設問でその他希望する条件があれば、簡単で結構ですので、条件をご記
入ください。

本事業において懸念されるリスク（価格変動、災害、訴訟等）があれば、理
由も合わせてご記入ください。

発注者との十分な対話、協議環境の確保

リスク分担の明確化

４．実施条件など

項目 回答
提案及び検討期間の確保

貴社が考える、事業へ参入するために希望する条件についてお尋ねします。
今後、仕様策定の最適化のための参考といたします。

事業へ応募いただくのに際し、希望する条件があれば、回答欄に「○」をご記入
ください。なお、複数の回答欄に「○」を記入する場合にはその中で順位をお付
けください。（回答欄に「○」に代わり数値を記入）



⑤

No.
1
2

⑥

⑦

工期の短縮は見込めない

⑤の設問で「工期の短縮は可能」と回答された方につきましては、短縮できる期
間とその理由をご記入ください。

⑤の設問で「工期の短縮は見込めない」と回答された方につきましては、その理
由をご記入ください。

ＤＢ発注方式のメリットとして、一般に工期の短縮が挙げられますが、本事業
においても工期の短縮を図ることは可能だと思われますか。回答欄に「○」をご
記入ください。

項目 回答
工期の短縮は可能



帳票5

①

No.
1
2
3
4
5

②

③

No.
1
2
3
4
5
6

あまりそう思わない

共同企業体の代表企業として参入したい

全くそう思わない

共同企業体の構成員として参入したい

現段階では分からない

５．望ましい事業スキーム

項目 回答
非常にそう思う

本事業における今後の工事発注についてお尋ねします。
今後、最適な事業スキームの検討のための参考といたします。

浄水場等の新設・更新工事において設計と建築が別々の発注・契約となるこ
とが一般的ですが、これらを一体で行うことで業務が効率化すると考えるか、以
下の選択肢からいずれか1つを選び、回答欄に「○」をご記入ください。

そう思う
普通

参入したいが体制は今後の検討
受注した事業者から業務を請け負いたい

個別委託方式のままで事業を進めた場合にどのような問題が生じると考
えられるかご記入ください。

項目 回答
単独で参入可能

貴社が本業務に参入する場合の体制として該当するものの回答欄に「○」をご
記入ください。



④

⑤ 現時点では、対象業務を実施要領のとおり想定しておりますが、不明点や疑
問点がございましたらご記入ください。

追加

除外

現時点では、対象業務を実施要領のとおり想定しておりますが、除外、追加等
が望ましい事項がございましたらご記入ください。



帳票6

①

No.
1
2
3

②

③

No.
1
2
3
4

④

６．アドバイザリー業務について

佐倉浄水場における官民連携事業のアドバイザリー業務への参加の意向に
ついて、以下の選択肢からいずれか1つを選び、回答欄に「○」をご記入くださ
い。

項目 回答
参加意思あり

本導入可能性調査後、業務の発注のためのアドバイザリー業務（発注支援業
務）を実施する予定です。アドバイザリー業務の参加意思についてお尋ねします。

①の設問で「1 参加意思あり」または「2 参加意思なし」に「○」をご記入され
た方は、その理由をご記入ください。

①の設問で「3 条件に合えば参加意思あり」に「○」をご記入された方は、希
望する条件について以下の選択肢から選び、回答欄に「○」をご記入くださ
い。（複数回答可）

参加意思なし
条件に合えば参加意思あり

項目 回答
FS調査※で事業の方針が検討されている
FS調査で民間事業者を含めたスキームが検討されている
FS調査で委託範囲が検討されている
その他

③の回答に対して、参加のための条件の詳細をご記入ください。

※ 導入可能性調査





帳票7

今後、具体的なスキーム検討の際にさらなるご協力を賜りたくお尋ねいたします。

①

No.
1
2

②

協力できない

７．今後について、その他

今回のアンケート調査にご回答いただいた方のうち，ご協力いただける方を対象に再
アンケートまたはヒアリング（対話）調査を実施する予定ですが，調査にご協力いた
だけますか。

項目 回答
協力できる

その他，全体を通してご意見・ご要望・ご提案等がございましたら
ご自由にご記入ください。


